
第125回熊本麻酔学会プログラム

日時：平成25年1月26日（土）

場所：水俣市総合もやい直しセンター「もやい館」

水俣市牧の内3－l TELO966－62－3120FAXO966－62－3130

9：00～9：30

9：30一一9：50

学術講演会時間割

10：00～10：10

1〇二10～11：00

11：00～12：00

12：00～12：10

12：10～13：10

13：10～13：20

13：20～14：00

14：00～15：10

15：10～15：20

15：20～16：10

16：10～16：15

16：30～

熊本麻酔専門医会役員会（会場：もやい館3階会議室）

関連病院部長会（会場：もやい館3階会議室）

（会場：もやい館3階もやいホール）

開会の辞　熊本麻酔専門医会会長　満瀬哲郎

セッション】（5題）：麻酔経験

セッションIl（6題）：臨床研究1

休憩

ランチョンセミナー

休憩

セッションIll（4題）：看護・臨床工学

セッションIV（7題）：臨床研究2

休憩

セッションV（5題）：管理システム、災害医療、発明

閉会の辞　第125回熊本麻酔学会会長　田尻晃彦

新年会　スカイレズトランえむず

学術講演プログラム

10：00～1＿0：10熊本麻酔学会開会の辞　熊本麻酔専門医会会長　清瀬哲郎

10：10～11：白むセツシヨシ・l－：麻酔経験

座長：熊本地域医療センタ⊥　高群博之

1）術後CPK上昇より悪性高熱症が疑われた1例

熊本中央病院

井上泰平、屠場知子、前川謙憤、大友純、棚平大、井上理恵

2）重度の心機能障害、呼吸機能障害を有する大腿骨頸部骨折患者の骨接合術を末梢神経

ブロックで安全に麻酔管理できた1例

公立玉名中央病院

上野満徳、岩切重憲、浦島ゆかり、松尾孝一
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